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事業報告 令和６年度前期（４－９月）の活動報告

【新潟市補助事業】

桜遊園のフェンスにペットボトル灯
ろう設設置と、桜並木のライトアッ
プを行いました。

単身高齢者・障がい者家族のみな
さんが集い、昼食を食べたりゲー
ムをして楽しい時間を過ごしました。

大通小４年生と民生児童委員のみ
なさんで、大通地域生活センター
の花壇に、花苗を植えました。

ベビーマッサージの体験と茶話会
を通じて交流を行っています。次
回は２月１９日に開催予定です。

健康福祉部会

健康福祉部会

大通防災士の会

４年間のコロナ禍で忘れかけて
いた出会いと交流。
いろんな行事、活動を紹介して
います。
深まる紅葉の季節、コミ協だよ
りとあわせてホームページもご
覧になって下さい。

http：//www.minamiku-
oodoori.com

コロナ禍以降、初めて対面での総
会を開催し、事業・収支報告、予算
について承認をいただきました。

自主防災会

ひきこもりに悩んでいる方

ぜひご相談ください

 南区社会福祉協議会

   ℡025-373-3223

大通の防災活動を確認し「イザと
いう時自治会でどう動くか」を考え
ました。

避難情報の伝達、被災状況や安
否確認の状況をトランシーバーを
利用して行いました。

【南区社会福祉協議会からのお知らせ】



大通防災士の会 大通の防災士が防災の啓発活動を行っています。

災害発生時、自宅や職場にいない場合などを想定して、用意する防災グッズは普段から
使っているカバンやリュックに常時入れておく。
例：貴重品や現金 身分証（マイナンバー・免許証） 常備薬 衛生用品 家族カードなど

①緊急避難時（持ち運び用）

～防災対策準備はお済でしょうか～
※防災グッズは、普段から自分や家族が使いなれたものを選びましょう

持ち運びができるようにしておくことで、避難所で使用する場合に役立つもの
例：飲料水や食料品 携帯トイレ 衣類 懐中電灯など

②災害発生～３日間で必要なもの

自宅保管グッズ。災害時に水道や電気などのライフラインが回復するまで、自宅で生き
延びるために必要なもの。
例：飲料水（1人１日3ℓ） 食料品3日分（食べなれているもの、おかしなど）

日用品（ウエットティッシュ・マスクなど） カセットコンロや使い捨ての食器
ランタンなど

③災害発生～１週間で必要なもの（在宅避難用）

家族カードを作成し、
財布やカバンに常備しておきましょう

家族カードとは、家族全員の携帯番号と職場

の電話番号をメモしたものです。

災害時は、携帯電話の充電切れ、故障、紛失

するおそれがあります。

家族カードを常備しておけば、公衆電話や

他の方の携帯を借りるなどして、いち早く

家族と連絡を取り合うことができます。
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